
相陽中学校 防災安全対策 ～地震に対する基本的な行動～

防災教育に対する基本的な考え
災害は、いつ、どこで遭遇するかわからない。とっさの時に、いかに身を守るか、

その知識や判断力を育むこと、そして、お互いが助け合う心を育てることが大事で

あると考えている。この自助・公助の考えを基本に、『自ら身を守る判断力と術を育む』

こと、いざというとき困っている人を『助け合う心や態度を育む』ことを基本とした指導を推進し

ていく。

地震が起きたときの対応
○地震が発生したら

① 頭部を守る （机の下にもぐる、防災ずきん、教科書類、かばんなど利用）

② 危険なものはないか判断、特に火の始末 （出口の確保なども可能な限り行う）

③ あわてて飛び出さない （校舎も含め、最近の建物は簡単にぺちゃんこにならない）

④ 指示に従って避難する （先生やその場の責任者の指示を静かに聞くこと）

○地震が発生した場合の中学校の対応（生徒の行動）

学校にいた場合

○ 震度５強以上 …市の指針に従って、保護者への引き渡しを行う。

○ 震度５弱以下 …学校長の判断で対応を決める。

停電、情報網の混乱、交通網の麻痺など重なった場合は、保護者

への引き渡しを行う。

学校以外の場所にいた場合

○ 登下校中に強い地震を感じた場合･･･自宅か学校か安全な方へ避難する。

○ 自宅にいるときに震度５弱以上の地震が発生した場合･･･自宅待機。指示を待つ。

震度５強以上の場合、学校から連絡があるまでは休校となる。

ここで示す震度は、市域のいずれかで観測された場合となります。

○引き渡し方法

以下の基本に従って行います。ご協力をお願いします。

① 連絡はグループメールで行います。（登録されていない方には電話連絡をします）

② 事前に学校に届けてある｢引受人｣に対して引き渡しを行います。

③ 車での迎えは、特別な事情がない限り控えて下さい。（付近や幹線道路の渋滞を招く）

③ 「引受人」が迎えが来るまで、生徒は学校に留め置きとなります。（市の指針による）

○東海地震情報に対する中学校の対応（生徒の行動）

【 東海地震調査情報発表 】

○ 通常の教育活動を継続しながら、情報収集に努めます。

【 東海地震注意情報発表 】【 東海地震予知情報発表・警戒宣言発令 】

○ 学校は休校とし、保護者への引き渡しとなります。

※自宅等、学校外にいる場合に東海地震注意情報・予知情報・警戒宣言が発令され

た際は、自宅等にて保護者による保護をお願いいたします。
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※ 情報網の混乱により、グループメール等が届かない場合、震度５強以上なら自動的に　 引き渡しを行います。
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⑤ 自ら適切に判断する　　（休み時間、停電で放送も不能になったときなどは自ら適切に判断する）



地震以外の災害・非常時対応について
相模川に沿って豊かな自然に恵まれている本校は、学区も広く、通学手段も多様であり、

水の事故や交通事故を始めとする様々な事故や災害の危険性は高い。

近年、犯罪等も多くなっており登下校の安全には特に注意を払っている。学校でも機会

をとらえ指導を行っているが、家庭でも注意喚起をお願いしたい。

(１)川の事故防止

学区内を流れる河川が多い。川遊びは一部許可された所以外は、全面禁止になっている。

しかし、死角になる範囲も広く、公共心を育みつつ生徒の意識向上を図る。

(２)交通事故防止

登下校のルール、「人は右、自転車は左」を徹底するとともに、自転車通学者には、

自転車点検やヘルメットの着用などを義務づけ、時に許可の取り消しも含め厳しく

指導を行う。

(３)自然・気象災害の防止

落雷、突風（竜巻）、光化学スモッグ、熱中症と様々な現象が多くなっている。

気象現象は刻一刻と変化し、学校が独自に対応をしなくてはならない場合も少なく

ない。活動を停止するなどの処置を的確に行うよう努力する。

また、スズメバチなどの動物による事故も発生したことがるので、危険動物などの

認知や対処も機会を捉えて指導する。

(４)犯罪情報への対応

残念なことに、学区内や近隣で、様々な犯罪が発生している。生徒の安全を第一に

対応しているが、学区も広く目が届かない範囲も多い。安全な通学路をなるべく複数

で登下校することでリスクを低くするよう指導している。合わせて、地域や家庭での

見守りもお願いしたい。

危険な状況に対する中学校の対応
① グループメールでの情報提供 （市の安心安全メールも含め、登録をお願いしたい）

② 地区別集団下校 （平成２６年度中に体制を整える）

③ 訓練の実施 （避難訓練、引き渡し訓練を定期的に実施する）

④ 啓発活動 （学校からのたより、掲示物等で注意喚起を行う）

気象警報発令時の対応
気象現象などで、相模原市(南区)に警報が発令されている場合は、登校を控えて下

さい。注意報の場合は、注意して登校させて下さい。

しかし、学校からの連絡が遅れる場合もあります。暴風雨や雷雨のため、登校が危険

だと判断される場合は、生徒の安全を第一に登校を控えるなどの処置を各家庭の判断で

お願いします。




